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開発成果

●実証研究施設開所の平成29年9月12日から平成30年8月31日までに視察者90組967名、地域在住者100
名、実証試験参加者17名が来所した。

●多くの高齢者が介護支援ロボットに期待を抱いているが、タブレットを使用したユーザーインターフェースに関し
ては抵抗感が強く、より扱いやすい操作手段の開発が望まれる。
●日本の平均居住面積である50m2のRSHを目指すべく、ハウスメーカーと居住空間の検討を実施した。

本実証試験の結果として、実用的な支援ロボットの開発には直感的なインターフェースと、操作手順の簡略化が極
めて重要であることが示唆された。一方で、高齢者の活動支援ロボットに対する期待は高く、現在提案されている
機能においても活動支援機能として成立するものと思われる。今後は、実際の生活場面に最適化された開発を進め
るとともに、コスト面の検討を行い、社会実装を視野に入れた開発を進めていく。

実証試験の結果

今後の展開

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

藤田医科大学　医療科学部リハビリテーション学科　田辺　茂雄
e-mail…:tanabes@fujita-hu.ac.jp　電話番号：0562-93-9000　FAX：0562-93-6720
無

ロボティックスマートホーム（RSH）
～全てのひとに安心・安全・快適を提供する住環境を検討するためのユーザー参加型実証試験～
●…藤田医科大学…教授　才藤栄一、加賀谷斉、金田嘉清、准教授　大高洋平、田辺茂雄、講師　向野雅彦、平野　哲、都築　晃、清野　溪、
助教　小山総市朗、助手　太田皓文、任期付研究員　立本将士、熊澤暢宏、副部長　加藤正樹　　●…トヨタホーム株式会社　小島昌幸

成果概要

在宅環境での活動支援機器の有用性を検証する実証研究施設として、平成29年9月
12日にロボティックスマートホーム実証研究施設を開所した。本施設は公営団地内
に設立された日本初の単独の活動支援ロボット研究施設である。実用的なロボットと、
それらを使用した生活が成立する空間デザインの検討のため、多くの有識者との意見
交換を重ね、更には実際のユーザーとなり得る当団地在住の高齢者に実証試験に参
加頂き、必要要件や仕様の検討を進めた。その結果、インタフェースについては、音
声認識の精度向上、高齢者が直感的に使用できるユーザビリティなどが重要であるこ
とがわかった。同時に空間問題に関しては、支援ロボット2台と情報支援システムを
所与の条件とすることで、住宅ストックの大半を占める50m2前後で成立することが
示唆された。

実証研究施設 実証研究施設（50㎡）計画案
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高齢者が安心快適に生活できるロボティックスマートホーム
～全てのひとに安心・安全・快適を提供する住環境の構築～

参画機関

●…藤田医科大学
●…愛知県立大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…国立研究開発法人国立長寿医療研究センター
●…トヨタ自動車株式会社
●…トヨタホーム株式会社
●…ブラザー工業株式会社
●…株式会社モリトー
●…株式会社LIXIL
●…株式会社NTTドコモ

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

高齢者に対する在宅生活支援の需要は年々増加しており、ロボット技術を活用した支援機器も提案され始めて
いるが、在宅環境での使用に適した機器の製品化や普及は進んでいない。その理由は、こうした機器が実際の
住空間での使用状況を十分に考慮したうえで開発が行われておらず、また使用者がロボット機器導入時に感じる
機器への抵抗感を軽減する工夫が不十分なためである。本研究の目的は、在宅環境とセットで支援機器を開発
し、使用者が機器使用に慣れて活用に至るプログラムまで併せて構築することで、実用性の高い機器開発を目
指す。機器だけでなく住環境とのパッケージ化も行い、まずは在宅介護市場のアーリーアダプターを獲得して将
来的な普及を目指す。

●ロボティックスマートホーム（RSH）
●昇降式移乗装置
●横移乗支援装置
●ヒューマンサポートロボット（HSR）

●懸架型歩行支援ロボット装置
●健康チェックトイレ
●体操用に特化したテレビ型コミュニケーション装置

●…トヨタ自動車株式会社　BR-メディケアロボット室　菅　敬介

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

本研究では医工連携により、超高齢化社会に向けて各
企業が開発している支援機器を統合し、新しいコンセ
プトで高齢者が住みやすい空間をデザインしてきた。
機器の試作や設置だけでなく、実証にも注力し、多く
の高齢者に使っていただく非常に貴重な場であった。
産学行政の多くの機関にご協力いただき、感謝を申し
上げたい。

懸架型歩行支援ロボット装置については既に販売に向
けて進めている。ロボティックスマートホームの施設や
設備は、住宅や介護施設の優先的なモデルになるとと
もに、本研究以外の各社・各研究機関にも利用でき
るようにして、研究、開発、実証で活用していく。他
の支援機器は、実証を通じて良い感触を得られたもの
は製品化を目指して開発を進め、実証で課題が明確に
なったものについては、再度企画や設計を見直しなが
ら開発を進めていく。

トヨタ自動車株式会社
菅　敬介

藤田医科大学
才藤栄一
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